
先人たちが残してくれた
 「災害の記憶」を未来に伝えるⅤ

和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会

－命と文化遺産とを守るために－
【日高町・白浜町】



この冊子を読まれる皆さんに

平成23年（2011）9月の紀伊半島大水害によって，たくさんの尊い

命と財産（文化遺産を含む）が奪われました。今後も洪水や土砂災害，

さらに東海・東南海・南海3連動地震や南海トラフ巨大地震の起こる

可能性が指摘されています。

こうした災害から自らの命と財産（文化遺産を含む）を守るための活

動を，日ごろから継続しておこなっていく必要があります。その一環

として，わたしたちは災害が起こる前に，地域に眠る過去の「災害の

記憶」を呼び起こし，地域の人々に伝えていくことが必要であり，津

波や洪水による浸水が予想される地域に残されている文化遺産を把握

することも大切であると考えています。

和歌山県域には，地震津波被害や洪水被害の想定される対象地域

が広範囲に及んでいることを踏まえ，平成30年度は日高町・白浜町

を対象に，「災害の記憶」の発掘と文化遺産の所在確認をおこないまし

た。この冊子では，その調査成果の一部を紹介しています。

この冊子が，これから起こりうる災害に対して，自らの命と身近に

ある地域の貴重な文化遺産を守っていく活動への一助となることを期

待してやみません。

　　　　　平成31年1月17日

和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会

委員長　伊東  史朗
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＊ この冊子は，『平成30年度文化庁地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業』に基づき，和歌山県
立博物館施設活性化事業実行委員会が実施した「地域に眠る「災害の記憶」と文化遺産を発掘・共有・継承す
る事業」の成果です。

＊ 和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会は，和歌山県立博物館，和歌山県立博物館友の会，歴史資料保全
ネット・わかやまで構成されています。

＊ 本事業の調査員は下記の通りです。（五十音順，太字は本書の執筆者）
　木村修二　鈴木裕範　砂川佳子　藤 隆宏　浜田拓志　藤本清二郎　前田正明　松下正和　松原瑞枝
　なお，本書では裏直記氏にもご執筆いただきました。
＊ 本書の編集は前田がおこないました。
＊ 表紙は紀伊国図（和歌山県立博物館蔵）

この冊子で主に取りあげる過去の災害

1707年宝永地震津波　宝永4年10月4日（1707年10月28日）午後2時ごろ，静岡
県の御前崎沖から四国沖を震源域（M8.6と推定）とする，有史以来の最大級の地震
とそれに伴う津波が発生しました。和歌山県域でもかなりの被害があったと想定さ
れていますが，被害の状況を伝える記録はあまりありません。

1848年嘉永元年の洪水　嘉永元年8月8日から9日（1848年9月5日から6日）に
かけて台風による大雨が降り続き，紀伊半島各地で洪水が発生しました。その後も
日置川流域では洪水により家屋が流失したこともあって，いくつもの記録が失われ
てしまったようです。

1854年安政地震津波　嘉永7年（安政元年）11月4日（1854年12月23日）午前9時
ごろ，遠州灘沖を震源とする東海地震とそれに伴う津波が発生し，その約32時間
後の5日午後5時ごろ，紀伊半島沖を震源とする南海地震とそれに伴う津波が発生
しました。いずれもM8.4と推定され，この地震津波によって，大きな被害が出ま
した。これに関する記録は，比較的多く残されています。

1884年明治17年の豪雨　明治17年（1884）9月27日に連日の大雨によって日高町
志賀の中志賀地区にある三河谷池〈みごだにいけ〉が決壊し，三河谷川及び志賀川が氾
濫，近隣集落に大きな水害をもたらしました。家屋や農地の被害も大きく，三河谷
集落は壊滅し，すべての住民が転出したと伝承されています。
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■	

関
連
す
る
災
害　

宝
永
地
震

■	

制
作
さ
れ
た
年　

宝
永
4
年（
1	

7

0

7
）

■	

材　
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木
製（
ケ
ヤ
キ
材
）

■	

サ
イ
ズ　

縦
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㎝　

横
60
・
6
㎝　

厚
さ
2
・
1
㎝

■	

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
日　

昭
和
40
年（
1	

9	

6	

5
）9
月
20
日

飛あ
す
か鳥

神じ
ん

社じ
ゃ

津つ

波な
み

警け
い

告こ
く

板ば
ん

　
富
田
区
長
蔵

富田の地は古くから南海トラフ巨大地震・津波の被害に遭ってきましたが，江戸時
代半ばの宝永地震の被害はとりわけ大きかったと伝えられています。今回紹介する
「津波警告板」は，そのことを伝えるまことに貴重な記録です。
警告板には表裏両面に文章が記されています。表側の文章を作成したのは，地元高
瀬村草堂寺の松岩令貞住職で，簡潔ながらも僧侶らしい格調高い文章です。
警告板の記載によると，地震の発生は，宝永4年10月4日（1707年10月28日）の午
刻（正午ごろ）とありますが，実際には14時前ごろだったとみられています。揺れが
「半時」（1時間）続いた様に書かれていますが，これは余震を含む大きな揺れが当初断
続的に続いた状況をとらえた表現と思われます。
家財に執着するあまり溺死した者が百数十人いたと書
かれていますが，理由はともかく現在正確な死者数はわ
かっていません。
板の表・裏に共通するのは，大地震後に必ず津波が
やってくることを強調している点です。決して油断する
ことなく，地震が来たら直ちに近くの山へ逃げるよう訴
えており，この板が警告板と呼ばれるゆえんです。
地震・津波を記念するものなら，石碑に刻まれてもお

かしくないところですが，なぜ板に書かれたの
でしょうか。それも答えは文中にあります。警
告板の制作に関わった人々は，南海トラフ巨大
地震の周期性を感覚的に知っており，自分たち
が経験した多大な苦しみや対応が，いつか再び
発生する地震・津波に見舞われる子孫への教訓
となることを意識し，毎年必ず行う祭礼時に，
板そのものを見せて，文章を読み聞かせること
で，記憶の忘却を防ぐ工夫をしたのだと思われ
ます。そのためにも，地震の記録は軽くて持ち
運びに便利な木の板に，比較的簡潔に書かれる必要があったのだと思われます。
ただ，先人の努力にもかかわらず，津波警告板は，昭和37年（1962）に再発見される
まで長らく忘却されていました。しかし，今日では富田区役員の皆さんの努力によって，
飛鳥神社の秋祭りにおける警告板の解説が復活し，地震津波防災・減災の啓発に役立て
られています。
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歌
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県
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有
形
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俗
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裏
〕
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【
現
代
語
訳
】

〔
表
〕宝永

4
年（
1

7

0

7
）丁
亥
歳（
中
略
）

同
年
冬
10
月
4
日
正
午
ご
ろ
大
地
震
が
発
生
し
1
時
間
ば
か
り
ゆ
れ
た
。
大
地
山
河

が
破
裂
し
村
人
の
家
々
が
倒
壊
し
た
。（
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
は
）天
柱
が
折
れ
地
軸
が
く

だ
け
る
か
の
よ
う
で
、
老
少
男
女
と
も
に
天
地
が
ひ
っ
く
り
か
え
る
か
と
思
い
、
気
が

動
転
し
て
誰
一
人
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
内
に
海
か
ら
不
気
味

な
音
が
鳴
り
響
い
て
き
て
白
浪
が
天
を
つ
く
勢
い
で
や
っ
て
き
て
、
山
を
崩
し
地
を

削
っ
た
。
こ
の
時
に
人
々
は
津
波
の
襲
来
を
聞
い
て
驚
き
騒
ぎ
、
気
も
魂
も
身
体
に
添

わ
ず
に
、
は
だ
し
で
す
ぐ
に
小
倉
山
や
飛
鳥
山
に
逃
げ
登
り
身
命
を
全
う
す
る
者
、
あ

る
い
は
途
中
で
大
波
に
た
だ
よ
い
流
さ
れ
半
死
半
生
で
山
に
着
き
、
幸
い
に
し
て
死
を

免
れ
る
者
も
い
た
。
あ
る
い
は
家
財
に
心
を
寄
せ
家
を
出
る
こ
と
が
遅
れ
た
者
は
こ
と

ご
と
く
波
に
さ
ら
わ
れ
、
命
を
失
っ
た
者
は
百
数
十
人
も
い
た
。

お
よ
そ
平
地
に
あ
っ
た
村
民
の
家
は
、
富
田
の
う
ち
、
高
瀬
、
芝
、
伊
勢
谷
、
溝
端
、

高
井
、
吉
田
、
中
村
、
西
野（
才
野
）で
は
一
軒
も
残
ら
ず
流
失
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
荒
野
と
な
っ
た
。

あ
あ
前
世
で
の
宿
業
の
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
天
運
の
た
め
か
、
天
災
と
は

い
い
な
が
ら
前
代
未
聞
の
珍
事
で
あ
る
。
将
来
に
も
し
大
地
震
が
発
生
し
た
ら
必
ず
津

波
高
潮
が
来
襲
す
る
も
の
と
心
得
て
、
早
く
覚
悟
し
て
油
断
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
後

人
の
手
本
と
す
る
た
め
地
震
津
波
の
状
況
を
記
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

宝
永
4
年
10
月
日
記
し
お
わ
る
。

こ
れ
を
飛
鳥
宮
の
内
に
納
め
置
く
。
毎
歳
祭
礼
の
と
き
に
見
せ
て
読
み
聞
か
せ
よ
。

〔
裏
〕表書

き
の
通
り
遠
い
昔
に
も
地
震
・
津
波
が
あ
っ
た
と
聞
き
伝
え
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
辺
り
の
寺
や
神
社
を
尋
ね
て
も
そ
の
記
録
は
な
く
、
人
々
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

知
ら
ず
避
難
す
る
こ
と
を
滞
ら
せ
た
た
め
に
命
を
失
っ
た
人
々
が
多
く
あ
り
ま
し
た
の

で
、
板
を
削
っ
て
草
堂
寺
の
西
塔
大
和
尚
様
に
お
頼
み
し
て
こ
の
よ
う
に
書
き
記
し
て

飛
鳥
宮
に
納
め
ま
し
た
。
毎
年
祭
礼
の
節
に
村
人
全
員
こ
の
板
を
よ
く
見
て
書
か
れ
た

趣
旨
を
よ
く
聞
い
て
、
も
し
大
地
震
が
発
生
し
た
ら
た
だ
ち
に
津
波
が
や
っ
て
く
る
も

の
と
心
得
て
、
油
断
な
く
最
寄
り
の
山
々
へ
逃
げ
上
が
る
こ
と
。

一
祭
礼
の
社
役
御
幣
を
捧
げ
た
人
の
覚
え
は
、
寛
文
・
延
宝
年
間
ご
ろ
は
五
右
衛
門
、

次
に
又
左
衛
門
、
次
に
五
郎
右
衛
門
、
次
に
又
右
衛
門
、
次
に
五
郎
左
衛
門
、
次
に

佐
太
夫
、
次
に
由
斎
、
元
文
五
申
年
よ
り
又
右
衛
門
。

脇本区長（当時）ら富田区役員による警告板解説
（2012年11月23日蘇理氏撮影）

1707年宝永地震津波と警告板 白浜町富田
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地
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■	

制
作
さ
れ
た
年　

18
世
紀
終
わ
り
ご
ろ

■	

制
作
者　

村
上
源
三
郎（
比
井
浦
）

■	

材　

質　

紙
製（
和
紙
）

■	

サ
イ
ズ　

縦
24
・
7
㎝　

横
17
・
2
㎝

古こ

今こ
ん

年ね
ん

代だ
い

記き

　
和
歌
山
県
立
博
物
館
蔵

日高町役場
若一王子神社

長覚寺

国
道
42
号

紀伊内原駅

御
坊
↓

比井

紀
勢
本
線

長覚寺の山門（門柱の礎石で標高5.6m） 四郎右衛門屋敷跡
（左奥にみえる長覚寺の向かって右側，手前で標高4.8m）

若一王子神社鳥居の奥にみえる明和4年（1767）
建立の神橋（3段目で標高5.2m）

（古今年代記にみえる段橋はこの付近にあった？）
＊標高の算出は，地理院地図（電子国土Web）のデータをもとにしており，読み取りにおける多少の誤差があります。

古今年代記は，比井浦（日高町比
井）で廻船業を営んだ村上家に残さ
れた記録です。戦国時代から天明
年間（1781〜89）にかけて，比井浦
を中心にした地域の歴史が記され
ています（追記もあります）。すで
に，『和歌山県史』近世史料五（846
〜864ページ）で原文が掲載されて
います。ここでは，宝永4年（1707）
の宝永地震津波で受けた比井浦の
被害状況が詳しく記された部分を
現代語訳しています。
古今年代記には，津波は「八反田」と呼ばれる棚田（始まり付近で標高5.8m）まで，若
一王子神社の段橋3段目まで，長覚寺の屋敷門口まで到達し，四郎右衛門家（長覚寺の東
側）は屋敷から土蔵にいたるまで流されたと記されています。延宝6年（1678）の「日高
鑑」には，比井浦の家数は88軒とあります。一方，長覚寺に残る記録には，宝永地震津
波で流された家は50軒余り，潰れた家と合わせると93軒になると伝え聞いていると記
されています。比井浦では甚大な被害を受けたようです。こうしたなか，翌年には長覚
寺本堂の屋根の葺き替えなどが行われており，復興が始まっていることもわかります。

【
現
代
語
訳
】

比
井
浦
は
言
う
ま
で
も
な
く
、津
波
が
紀
伊
国
全
域
を
襲
っ
た
の
は
、

宝
永
4
年
10
月
4
日（
1

7

0

7
年
10
月
28
日
）の
午
後
2
時
ご
ろ
で

あ
っ
た
。
和
泉
国
や
摂
津
国
も
同
様
に
襲
わ
れ
、
大
坂
周
辺
で
も
家
々

が
潰
れ
た
と
い
う
。
関
東
も
地
震
が
絶
え
間
な
く
揺
れ
た
と
い
う
。

こ
の
時
比
井
浦
で
は
家
が
数
多
く
流
れ
、
大
騒
動
に
な
っ
た
。
津
波

は
八
反
田
ま
で
、
御
宮（
若
一
王
子
神
社
）の
段
橋
3
段
目
ま
で
、
長
覚

寺
の
屋
敷
門
口
ま
で
来
た
と
い
う
。
こ
の
時
庄
屋
は
治
右
衛
門
だ
っ

た
。
検
地
帳
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
藩
に
願
い
出
て
、
和
歌
山
城

天
守
閣
の
櫓
に
保
管
さ
れ
て
い
た
帳
面
を
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

際
、
和
歌
山
城
下
鍛
冶
屋
町
の
玉
屋
十
兵
衛
の
世
話
に
な
っ
た
。
検
地

帳
は
少
し
も
違
い
が
な
か
っ
た
。
こ
の
時（
内
川
）四
郎
右
衛
門
家
で

は
、
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
道
具
の
半
分
以
上
が
流
失
し
た
。
家
は
8

畳
6
間
小
納
戸
添
、
7
間
取
の
間
取
り
で
、
表
に
あ
る
長
屋
門
・
牛
屋

幷
馬
屋
・
芝
屋
・
雪
隠
・
下
部
屋
の
桁
行
合
わ
せ
て
12
間
、
外
に
あ
る

土
蔵
な
ど
も
残
ら
ず
流
失
し
た
。
正
宗
作
で
約
29
㎝
の
鎧
通（
短
刀
）も

流
失
し
た
が
、
横
馬
場
と
四
郎
右
衛
門
屋
敷
と
の
間
に
埋
ま
っ
て
い
た

の
を
、
権
七
の
娘
の
お
ら
く
が
拾
っ
て
、
み
ん
な
に
見
せ
て
い
た
と
こ

ろ
、
10
両
で
買
い
取
り
た
い
と
申
し
出
る
人
も
い
た
。
庄
屋
の
治
右
衛

門
が
お
ら
く
と
従
弟
だ
っ
た
の
で
、
治
右
衛
門
が
も
ら
い
受
け
、
そ
の

子
治
右
衛
門（
治
三
郎
）が
所
持
し
て
い
た
。
寛
延
2
年（
1

7

4

9
）9

月
に
治
三
郎
の
弟
で
あ
る
庄
屋（
外
川
）二
郎
右
衛
門
が
刀
を
研
い
で
、

御
宮
へ
奉
納
し
た
。
祭
の
お
渡
り
に
使
う
の
は
、
こ
の
鎧
通
で
あ
る
。

四
郎
右
衛
門
家
先
祖
代
々
の
宝
物
が
失
わ
れ
た
。
今
の
浜
屋
敷
は

（
昔
の
）3
分
1
に
も
満
た
な
い
。
し
ゅ
ろ
の
木
は
、（
内
川
家
の
）居
屋

敷
の
場
所
を
示
し
て
お
り
、
津
波
が
来
る
前
か
ら
あ
っ
た
。
先
年
南
竜

院
様（
紀
伊
藩
初
代
藩
主
徳
川
頼
宣
）の
お
成
が
あ
り
、
そ
の
時
、
四
郎

右
衛
門（
広
宗
浄
永
）が
庄
屋
を
務
め
て
い
た
。
し
ゅ
ろ
の
木
は
、
お
殿

様（
徳
川
頼
宣
）が
ご
覧
に
な
っ
た
木
で
あ
る
。
井
戸
は
し
ゅ
ろ
の
木
の

辺
り
に
あ
っ
た
が
津
波
で
埋
ま
り
、
今
の
蔵
の
西
へ
埋
替
え
ら
れ
た
。

八反田の始まり付近

若一王子神社の神橋

四郎右衛門屋敷跡

長覚寺山門

比井地区関係地図
（日高町津波ハザードマップ比井地区　南海トラフの巨大地震を基に作成）

1707年宝永地震津波の記憶 日高町比井
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■	

関
連
す
る
災
害　

嘉
永
元
年
洪
水

	

　
　
　
　
　
　
　

安
政
南
海
地
震

■	

制
作
さ
れ
た
年　

安
政
2
年（
1	

8	

5	

5
）

■	

制
作
者　

氏
子
中
ほ
か

■	

材　

質　

木
製（
ヒ
ノ
キ
材
）

■	

サ
イ
ズ　

縦
1	

2	

2
・
4
㎝　

横
26
・
8
㎝

	

　
　
　
　

厚
さ
1
・
6
㎝

春か
す
が日

神じ
ん

社じ
ゃ

棟む
な

札ふ
だ

　
春
日
神
社
蔵

田野井
会館

春日神社

日
置
川

紀
勢
自
動
車
道

↑白浜 田野井

紀勢本線

紀伊日置駅

〔表〕 〔裏〕

〔裏面の部分拡大〕

白浜町田野井にある春日神社には，20枚の棟
札が伝わっています。そのうちの一つ，安政2
年（1855）の棟札には，神社の由緒とともに，洪
水と地震の記憶が書かれていました。

【現代語訳】
天文15年（1546）安宅玄蕃守直重殿によっ

て建立されたが，年数もたち，嘉永元年
（1848）8月9日の大洪水によって村中残ら
ず被害を受け，この御宮も内陣まで浸水し
た。傷みがひどかったうえ，嘉永7年（1854）
11月5日の大地震によってすっかり壊れてし
まったが，そのまま打ち捨てておくことはで
きなかったので，氏子中で申合せて再建する
こととし，安政2年5月に建て初め，同11月
1日に遷宮した。

ふだんは人目につかない棟札ですが，災害の
記憶と文化遺産がしっかりと守り伝えられてき
た，確かな証拠といえるでしょう。

【
原
文
】

天
文
拾
五
年
丙
午
安
宅
玄
蕃
守
直
重
殿
立
建
ニ
候
処

年
数
も
相
立
嘉
永
元
戊
申
年
八
月
九
日
之
大
洪
水
村
中
不
残

水
押
右
ニ
付
御
宮
内
陣
へ
も
水
傷
強
其
上
嘉
永
七
甲
寅
年
十
一
月

五
日
大
地
震
及
破
却
其
侭
難
打
捨
俄
ニ
氏
子
中
申
合
せ
再
建
仕

翌
卯
五
月
釿
初
霜
月
朔
日
御
遷
宮
仕
候

春日神社什物台帳（田野井区有文書）
右の写真は，安政2年に再建された社殿
を明治33年（1900）に描いた絵図です。
この文書の表紙には乾いた泥が付着して
おり，繰り返す洪水による災害の痕跡が，
ここにも残されています。

棟札に記された災害の記憶 白浜町田野井
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日高町志賀の中志賀地区を流れる志賀川の支流，三河谷〈みごだに。地元の人
は「みごだん」と呼びます。〉川の源流地に三河谷池があり，三河谷及び周辺の田
地7町6反あまりを賄える大規模なため池となっています。しかし，「三河
谷」という地名からもわかるように，3つの支流が合流する河川なので，度々
水害が発生していた地域でもありました。
当地は明治時代初期まで，10軒ほどの集落があり，「城ん壇〈しろんだん〉」に
は中世玉置氏の出城が築城されるなど、中志賀地区の中心地として栄えた地
域でした。中世から玉置家によって開墾された三河谷が壊滅した伝承が，中
志賀及び下志賀地区には残されています。
明治17年（1884）9月27日，前夜から降り続いた大雨により三河谷池が決
壊しました。連日降り続いた雨が影響し，地盤がゆるんだことが原因と考え
られますが，かねて水害が多い地域でありながら，壊滅的な打撃が加わった
のは，いくつかの要因が重なったためと考えられます。明治17年9月は台風
が多く襲来しており，そもそも山間部の雨量が想定外の域に達していたとい
うこと。前日からの降雨によって河川が増水していたという悪条件に，ため
池の決壊が重なり，大規模な鉄砲水となって下流域を襲ったのです。
三河谷集落は，この鉄砲水によって押し流され，家屋などはすべて失った

と言われています。三河谷川下流域
では，納屋や農具が被害に遭い，ま
た現在志賀郵便局が建つ，字茶屋で
は床上浸水などによって，家財道具
一切を失ったと言われています。
また志賀川下流にある下志賀・谷
口地区でも浸水の被害が出たと言わ
れています。

■	

所
在
地　

日
高
町
大
字
志
賀
の
中
志
賀
地
区
を
流
れ
る
三
河
谷
川

■	

関
連
す
る
災
害　

明
治
17
年（
1	

8	

8	

4
）9
月
27
日
豪
雨

三河谷池 三河谷砂防ダム

三河谷池決壊時の伝承における浸水予想図（地理院地図〈電子国土web〉のデータをもとに作図）

三河谷集落跡地（砂防ダムから撮影）

日高町役場

志賀郵便局

三河谷池

三河谷砂防ダム

国
道
42
号

志賀

紀
勢
本
線

紀伊内原駅

御
坊
↓

『日高郡誌』によれば，「53円41銭
7厘」が食料及び家屋大破による補
助金として支給され，農具などの被
害として，「35円78銭」が同じく支
給されたことが記されています。
この水害によって三河谷集落は壊
滅し，中志賀地区の字茶屋及び久保
に転居していきました。こういった
過去の経験もあり，三河谷池の堤が
改修され，平成4年（1992）には砂
防ダムが建設されるなど，水害対策
事業が行われてきました。
三河谷集落は，三河谷にある「カ
ジヤ谷」周辺の山裾にその跡地が残
されています。水害によって住み慣
れた集落を離れた当時の人々の姿が
偲ばれます。

三河谷集落跡地

三み

河ご

谷だ
に

砂さ

防ぼ
う

ダ
ム

三み

河ご

谷だ
に

池い
け

三河谷砂防ダム

三河谷池

志賀

小
中

1884年豪雨によるため池の決壊 日高町志賀
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地震や津波，洪水などとともに，海辺で暮らす
人々にとって最も身近で恐ろしい災害のひとつ
が，海上での嵐による船の浸水・転覆・漂流など
といった海難でした。だからこそ，漁業や交易が
盛んな浦々では，海上での安全を祈る信仰が広
がっていきました。
和歌山県沿岸部には，こうした海難除けの石地
蔵が多くまつられています。その中でも特徴的な
のは，日高町小浦の浄土院地蔵や白浜町日置・市
江区の市江地蔵尊などの，「焼火権現（焼火地蔵）」
を由来とする石地蔵です。
焼火権現は島根県隠岐にある焼火神社の主祭神
で，山陰地方を中心に海難除けの神として船乗り
たちから信仰を集めました。江戸時代には日本全
国で海上交通が発達し，廻船の航路のひとつに隠
岐島が含まれたことにより，日本海側のみならず
太平洋側の三陸海岸に至るまで，日本中の海岸線
へその信仰が広まりました。今回取り上げた両地
蔵も，こうした廻船の船乗りと漁師たちを中心に
信仰されたものと考えられます。

浄じ
ょ
う

土ど

院い
ん

地じ

蔵ぞ
う

　
浄
土
院
蔵

市い
ち

江え

地じ

蔵ぞ
う

尊そ
ん

　
市
江
区
蔵

■	

所
在
地　

日
高
町
小
浦

■	

造
像
時
期　

江
戸
時
代

■	

材　

質　

石
造

■	

サ
イ
ズ　

総
高
48
・
5
㎝

■	

所
在
地　

白
浜
町
日
置

■	

造
像
時
期　

江
戸
時
代

■	

材　

質　

石
造

■	

サ
イ
ズ　

総
高
44
・
5
㎝

浄土院と市江の両地蔵のほかにも，白浜町の綱不知〈つなしらず〉地蔵や松の木地蔵な
どに焼火権現を由来とする伝承が残っています。特に松の木地蔵にはかつて鳥居があ
り，お参りの際に柏手を打っていたと言われ，権現（神）として信仰されていたことが
わかります。
焼火権現とは，隠岐島の沖合で火の玉が浮かび上がり，山上の大岩に飛び入ったこ
とを縁起とする火の神です。神社が島の沖合からよく見える高い山の上にあり，航海
の道しるべとなったといいます。隠岐の焼火権現と和歌山県沿岸部の焼火権現とは，
海中から現れたという伝承と，像が海沿いの目印となる場所にまつられていることが
共通しています。
興味深いのは，市江地蔵尊にはこうした伝承の通りに，実際
に海に沈んでいた明らかな証拠があることです。お像の表面
に，海面近くの岩場に住むヤッコカンザシという海の生き物の
巣跡が見られます。つまり，このお像は長い間，潮の満ち引き
の中で水中に沈んだり海面から顔を出したりを繰り返すような
場所にあったのです。「嵐の海」かはわかりませんが，実際に人
の手によって引き揚げられ，今の場所にまつられたという経緯が窺えます。
浄土院地蔵や市江地蔵尊を始めとするこれらの石地蔵は，このように遠く離れた隠
岐の焼火神社からやってきたという伝承によって，篤く信仰されました。海難という
災害を退け，海上の安全を願う人々の祈りを集めたことが想像されます。現在まで続
くこうした信仰から，海辺の人々にとって海難がいかに差し迫った災害であったかを
窺うことができるでしょう。

浄土院地蔵は，錫杖〈しゃくじょう〉や
頭光の繊細な彫りが特徴です。「屋根の
下にまつってはいけない」という言伝え
があり，本堂横に安置されています。
伝承によれば，数百年前に岸和田の漁

師が漁の網にかかったお像を引き揚げて
お寺に奉じました。すると，住職の夢の
中でお地蔵様が「焼火権現」と名乗った
とされています。
この漁師かは不明ですが，浄土院には

岸和田の漁師に奉納された弘法大師の
「のぼり」が残されており，大阪南部出
身の漁師から信仰を集めていたお寺であ
ることがわかります。

市江地蔵尊は，現在でも県内各地や大
阪から参拝者があり，村落の中心的存在
として大切にまつられています。
数百年前に，嵐の海上で船乗りたちが
神に祈ると，波が穏やかになりました。
今のうちに市江崎に寄港しようと急いで
錨〈いかり〉を上げると，そこにお地蔵様
がぶら下がるように引っかかっていた，
とされています。
堂内には明治22年（1889）銘の「海上安
全　焼火地蔵尊鋳像」と記された半鐘が
つるされているほか，この伝承に基づい
た明治〜大正時代の船絵馬が飾られてい
ます。

廻船航路による隠岐島
焼火権現信仰の広がり

各焼火地蔵の所在地

隠岐

小浦・日置

江戸大坂

市江地蔵尊（部分）に付着した
ヤッコカンザシの巣跡

日高町

白浜町

上富田町

田辺市

みなべ町印南町

日高川町

御坊市美浜町

由良町 広川町

浄土院地蔵

市江地蔵尊

綱不知地蔵・松の木地蔵

焼
た く

火
ひ

地蔵信仰の広がり 日高町小
お

浦
うら

・白浜町日
ひ

置
き

12 13



「災害の記憶」の発掘と自主防災組織活動の調査
「災害の記憶」は，さまざまな形で残されています。紙や木の板に記録されて
いるほか，誰でも見られるように，屋外に災害の教訓を石や金属に刻んだ記念
碑が建てられることもありました。文字には記さず，言い伝えられることもあ
ります。これら「災害の記憶」を調査しました。
また，地域で現在行われている防災の実践を知るため，自主防災組織の活動
や防災訓練（避難訓練）に参加させていただきました。

地元の方と，地元で大切に継承された資料に支えられて

地域の歴史を紐解き，地域の宝の再発見へと導く資料

身近にある文化遺産の所在確認
不幸にして文化遺産が被災してしまった時，それらを保全する取り組みが必
要となります。その場合，あらかじめ，どこに，どのような文化遺産があるか
を把握しておかないと，スムーズな対策をとることができません。今回の調査
では，地域の寺社などを訪ねて，文化遺産の採寸・撮影を行い，記録化する作
業も実施しました。

合併前の白浜町の歴史については，『白浜町誌 資料編』が1980年に，『白浜町誌 本
編』計4巻は1984年から88年にかけて公刊されましたが，その編さん資料は白浜町立
図書館に保管されています。全国的にみればさまざまな理由によって散逸してしまっ
ている事例も多いなかで，このような保管例はモデル的ケースだといえるでしょう。
では，合併前の日置川町についてはどうでしょうか。旧日置川町は，「町志」，「町
誌」，「町史」の順で歴史を書き残してきました。1956年に刊行されたのが『日置川町
志』。安宅常助氏を中心に町内有志で取り組みました。その次が『日置川町誌 通史編』
の上巻（1996年）と下巻（2000年）。さらに外部の専門家の協力のもとで『日置川町史』
近世編（2004年）・中世編（2005年）・災害編（2008年）が編さんされました。
この『町史』を出すにあたって，各分野の専門家は町教育委員会職員とともに寺院
や神社を中心に町内の文化財の悉皆調査を行い，調査カードを作成しました。カード
は12冊のチューブファイルにまとめられ，現在も白浜町教育委員会が保管していま
す。当時古文書も調査しようとしたそうです
が，1958年の水害のときに失われたのか，ほ
とんど出会えなかったといいます。
このような基礎資料は，地域の歴史を紐解
き，地域の宝を再発見する将来のさまざまな
調査・普及活動に用いられることになること
でしょう。
引き続き大事に保管していただくことを
願ってやみません。

鎌倉時代には存在していたことが確実な古刹観福寺
（白浜町栄）では，ご本尊をはじめとする仏像や寺宝の
古文書・書画や棟札など，文化遺産を総合的に調査さ
せていただきました。

「災害の記憶」の発掘と文化遺産の所在確認調査には，市町村史や県立博物館，県立
文書館，県文化遺産課が所蔵する各種の基礎
資料を用いていますが，それだけではありま
せん。郷土史や文化遺産の所在に詳しく，人
脈のある地元の方々が所蔵者を紹介してくだ
さったり，地理情報や新たな資料を教えてく
ださったりすることは常であり，調査チーム
はいつも助けられています。
さらに調査チームは，その地域にしか存在
しない，そこで大切に継承されてきた資料類
にも支えられています。そのひとつが自治体
史編さん資料です。

旧日置川町文化遺産調査カード
掛け軸と棟札の調査風景

日高町比井の防災訓練に参加し，過去の
津波記録についてお話ししました。

宮司さんからの聞き取り調査
日高町高家王子跡（内原王子神社）にて

鎌倉時代後期に造像された
千手観世音菩薩坐像（白浜町指定文化財）

昭和33年（1958）8月25日の
台風による日置川大氾濫の浸水高
を示した水位標
（白浜町田野井春日神社）
水害後に結成された「日置川罹災
者同盟」によって，44年後の平成
14年（2002）に建てられました。

今回おこなった調査の内容 命と文化遺産とを守る ―地域での実践―
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（歴史資料ネットワーク作成の資料から抜粋して，転載させていただきました）

この冊子を作成するにあたり，日高町，日高町教育委員会，白浜町，白浜町教育委員会，歴
史資料ネットワーク，神戸大学，和歌山大学のご協力をいただきました。このほか，ご協力い
ただいた個人の方々のお名前については，紙面の都合で掲載することはできませんでした。こ
の場を借りて，お礼申しあげます。

先人たちが残してくれた「災害の記憶」を未来に伝えるⅤ
－ 命 と 文 化 遺 産 と を 守 る た め に －
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